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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モビリティの目的のために隣接セル品質を測定するために、無線通信システムの第１の
ネットワークノード（３００）中で実行される方法であって、前記方法は、
　ａ．隣接セルの品質を測定するために、前記隣接セルに固有のデータ割り当てを有さな
いリソースエレメントを含むセル固有サイレントグリッドを取得するステップと、
　ｂ．前記セル固有サイレントグリッドが測定期間上である間、信号干渉を測定するステ
ップと、
　ｃ．前記隣接セルの前記品質を、測定された前記信号干渉に基づいて推測するステップ
と、
を含み、
　前記推測するステップは、信号強度と測定された前記信号干渉とを用いて、前記隣接セ
ルの前記品質を計算、測定、及び／又は推測することを含む、
　方法。
【請求項２】
　前記推測された隣接セルの品質を第２のネットワークノード（３０２）にレポートする
ステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記隣接セルの前記品質は、測定された前記信号干渉をインターセル干渉として用いて
、計算、測定、及び／又は推測される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記干渉は、ノイズと、データ若しくは制御チャネル又はそれらの組合せからの受信パ
ワーと、を含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記隣接セルの前記品質は、参照シンボル受信品質（ＲＳＲＱ）として、次式を用いて
、計算、測定、及び／又は推測される、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法、
　　ＲＳＲＱ＝ＲＳＲＰ／（Ｉｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ＋Ｎ０）
　ここで、ＲＳＲＰは、参照シンボル受信パワーであり、Ｉｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌは、前
記セル固有サイレントグリッド中に測定されたインターセル干渉であり、Ｎｏはノイズで
ある。
【請求項６】
　データ割当てを有さないデータリソースエレメント（２０２）のグリッド中におけるポ
ジションを、当該グリッド（２１０）のセルのセルＩＤに応じて決定するステップを含む
、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のネットワークノード（３００）のために、隣接セルの隣接セルＩＤから、前
記セル固有サイレントグリッドを取得するステップ、を含む、請求項１～６のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項８】
　隣接セルにおいて用いられる前記セル固有サイレントグリッドのインデックスのシグナ
リングを、前記第１のネットワークノードにおいて、少なくとも１つの制御チャネルを介
して受信するステップを含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記制御チャネルは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上にマッピングさ
れたブロードキャストチャネルか、又は、前記ＰＤＳＣＨを介して送信されるブロードキ
ャストチャネルである、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ａ．隣接セルの品質を測定するために、前記隣接セルに固有のデータ割当てを有さない
リソースエレメントを含むセル固有サイレントグリッドを取得するためのグリッド取得手
段（５０４）と、
　ｂ．前記セル固有サイレントグリッドが測定期間上である間、信号干渉を測定するため
の測定手段（５０６）と、
　ｃ．前記隣接セルの前記品質を、信号強度と測定された前記信号干渉とを用いて、計算
、測定、及び／又は、推測するための計算手段（５０８）と、
を含む、第１のネットワークノード（３００）中の第１の構成（５００）。
【請求項１１】
　前記隣接セルの前記品質を、第２のネットワークノード（３０２）にレポートするため
のレポート手段（５００）を含む、請求項１０に記載の第１の構成（５００）。
【請求項１２】
　前記計算手段（５０８）は、前記隣接セルの前記品質を、測定された前記信号干渉をイ
ンターセル干渉として用いて計算、測定、及び／又は、推測するよう構成された、請求項
１０又は請求項１１に記載の第１の構成。
【請求項１３】
　前記干渉は、ノイズと、データ若しくは制御チャネル又はそれらの組合せからの受信パ
ワーと、を含む、請求項１０～１２のいずれか１項に記載の第１の構成。
【請求項１４】
　前記計算手段（５０８）は、前記隣接セルの前記品質を、参照シンボル受信品質（ＲＳ
ＲＱ）として、次式を用いて、計算、測定、及び／又は、推測するよう構成された、請求
項１０～１３のいずれか１項に記載の第１の構成、
　　ＲＳＲＱ＝ＲＳＲＰ／（Ｉｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ＋Ｎ０）
　ここで、ＲＳＲＰは、参照シンボル受信パワーであり、Ｉｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌは、前
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記セル固有サイレントグリッド中に測定されたインターセル干渉であり、Ｎｏはノイズで
ある。
【請求項１５】
　データ割当てを有さないデータリソースエレメント（２０２）のグリッド中におけるポ
ジションを、当該グリッド（２１０）のセルのセルＩＤに応じて決定するための決定手段
（５０９）を含む、請求項１０～１４のいずれか１項に記載の第１の構成。
【請求項１６】
　前記計算手段（５０８）が、前記第１のネットワークノード（３００）のために、前記
セル固有サイレントグリッドを、隣接セルの隣接セルＩＤから取得する、ように構成され
た、請求項１０～１５のいずれか１項に記載の第１の構成。
【請求項１７】
　隣接セルにおいて用いられる前記セル固有サイレントグリッドのインデックスのシグナ
リングを、前記第１のネットワークノードにおいて、少なくとも１つの制御チャネルを介
して受信するための、受信手段を含む、請求項１０～１６のいずれか１項に記載の第１の
構成。
【請求項１８】
　前記受信手段は、セカンダリ又は専用ブロードキャストチャネル（Ｄ－ＢＣＨ）をマッ
ピングし、又はそれを物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を介して受信するよ
う構成された、請求項１７に記載の第１の構成。
【請求項１９】
　無線通信システムの第１のネットワークノードが隣接セルの品質測定に使う、第２のネ
ットワークノードのセルに固有のセル固有サイレントグリッドを設定するために、無線通
信システムの前記第２のネットワークノード（３０２）で実行される方法（７００）であ
って、
　ａ．グリッド内の少なくとも１つのリソースエレメントがデータ割当てを有さないよう
に前記リソースエレメントを設定して、前記セル固有サイレントグリッドを取得するステ
ップと、
　ｂ．前記セル固有サイレントグリッドの中に、データ送信のために用いることができる
複数のリソースエレメントがデータ割り当てを有さないように前記複数のリソースエレメ
ントを設定するステップと、
のうち少なくともいずれか１つを含み、
　前記隣接セルの品質は、信号強度と、前記セル固有サイレントグリッドが測定期間上で
ある間に測定される信号干渉とを用いて、前記第１のネットワークノードにより計算、測
定、及び／又は推測される、
　方法。
【請求項２０】
　それぞれのリソースウィンドウについて、制御又は参照シンボル信号でない全てのリソ
ースエレメントを列挙するステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　それぞれのリソースウィンドウにおいて、列挙されたデータリソースエレメントのレン
ジにおいて均一に番号を生成する擬似ランダム数生成器を用いて、列挙されたリソースエ
レメントのセットから、サイレントリソースエレメントの指定番号を、選択するステップ
を含む、請求項１９又は２０に記載の方法。
【請求項２２】
　隣接セル中で用いられる前記セル固有サイレントグリッドのインデックスの、少なくと
も制御チャネルを介した、前記第１のネットワークノードへのシグナリングステップを含
む、請求項１９～２１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記制御チャネルは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上にマッピングさ
れるブロードキャストチャネルか、又は、前記ＰＤＳＣＨを介して送信されるブロードキ
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ャストチャネルである、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　無線通信システムの第２のネットワークノード（３０２）における、第２のネットワー
クノードのセルに固有のセル固有サイレントグリッドを設定するための第２の構成（８０
０）であって、
　ａ．無線通信システムの第１のネットワークノードによって、隣接セルの品質測定中で
用いるための前記セル固有サイレントグリッドを設定又は設計するための第１の設定手段
（８０２）と、
　ｂ．グリッド内の少なくとも１つのリソースエレメントがデータ割当てを有さないよう
に前記リソースエレメントを設定して、前記セル固有サイレントグリッドを取得する第２
の設定手段（８０４）と、
　ｃ．前記セル固有サイレントグリッドの中に、データ送信のために用いることができる
複数のリソースエレメントがデータ割り当てを有さないように前記複数のリソースエレメ
ントを設定する第３の設定手段（８０６）と、
のうちの少なくとも１つを有し、
　前記隣接セルの品質は、信号強度と、前記セル固有サイレントグリッドが測定期間上で
ある間に測定される信号干渉とを用いて、前記第１のネットワークノードにより計算、測
定、及び／又は推測される、
　第２の構成。
【請求項２５】
　前記セル固有サイレントグリッドは、
　リソースブロック、タイムスロット、サブフレーム、及びフレーム中において編成され
たリソースエレメントを含み、
　前記第２の構成は、
　それぞれのサブフレームについて、前記リソースブロックをリソースウィンドウにグル
ーピングするための編成手段（８１２）を有し、
　それぞれのリソースウィンドウは、周波数において隣接するリソースブロックのグルー
プを含む、請求項２４に記載の第２の構成（８００）。
【請求項２６】
　それぞれのリソースウィンドウについて、制御又は参照シンボル信号でない全てのリソ
ースエレメントを列挙するための列挙手段（８１４）を含む、請求項２４又は２５に記載
の、第２の構成。
【請求項２７】
　それぞれのリソースウィンドウにおいて、列挙されたデータリソースエレメントのレン
ジから均一に番号を生成する擬似ランダム数生成器を用いて、列挙されたリソースエレメ
ントのセットから、サイレントリソースエレメントの指定番号を、選択するための選択手
段（８１６）を含む、請求項２４～２６のいずれか１項に記載の第２の構成。
【請求項２８】
　隣接セルにおいて用いられる前記セル固有サイレントグリッドのインデックスを、少な
くとも１つの制御チャネルを介して、前記第１のネットワークノードへシグナリング又は
送信するための送信手段（８１８）を含む、請求項２４～２７のいずれか１項に記載の第
２の構成。
【請求項２９】
　前記送信手段（８１８）は、セカンダリ又は専用ブロードキャストチャネル（Ｄ－ＢＣ
Ｈ）を物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上にマッピングする、又は、前記Ｐ
ＤＳＣＨを介して送信するよう構成された、請求項２８に記載の第２の構成。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】通信システムにおける隣接セル品質測定
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信システムにおける方法及び構成（ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ）に関し、特
に、通信システムにおける隣接セル品質測定のための方法及び構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ－Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、また３ＧＰＰと呼ばれる）において、直交周
波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）テクノロジーは、ダウンリンクにおいて用いられる
。ＯＦＤＭは、送信されるデータが複数のサブストリームに分割され、それぞれのサブス
トリームが異なるサブキャリア上で変調される変調スキームである。このため、ＯＦＤＭ
Ａに基づいたシステムにおいては、アップリンクとダウンリンクとの双方において、利用
可能な帯域は、リソースブロック（ＲＢ）又はユニットと呼ばれる複数のサブチャネルに
サブ分割される。リソースブロックは、時間及び周波数の双方により定義される。ここで
用いられる現時点の仮定に従うと、リソースブロックサイズは、周波数及び時間ドメイン
において、それぞれ１８０ＫＨｚ、及び０．５ｍｓ（タイムスロット）である。時間ドメ
インにおけるリソースブロックサイズ、ここでは０．５ｍｓは、しばしばタイムスロット
と呼ばれる。１又は複数のリソースブロックはデータ送信のために、ユーザ装置（ＵＥ）
に割当てられる。送信時間間隔（ＴＴＩ）は、時間領域で１ｍｓの長さのサブフレームと
対応する２つのタイムスロットを含む。無線フレームは、１０ｍｓの長さである。即ち、
無線フレームは、１０個のサブフレームを含む。全てのアップリンク及びダウンリンクの
セル送信帯域幅は２０ＭＨｚ程度の大きさであってよく、他の特定の帯域幅は、１．４，
３，５，１０，及び１５ＭＨｚである。２０ＭＨｚ帯域幅の場合には、データ及び制御信
号を含む１００以上のリソースブロック（ＲＢ）がアップリンクのＵＥにより、或いは、
例えばダウンリンクにおける基地局のネットワークにより送信され得る。ＵＥは、データ
及び制御信号の受信及び送信のために、リソースブロックのサブセットに割当てられる。
【０００３】
　モビリティのためのダウンリンク隣接セル測定
　ＷＣＤＭＡにおいて、続く３つのダウンリンク隣接セル品質測定がモビリティの目的の
ためにまず指定される。
１．共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）受信信号コードパワー（ＲＳＣＰ：Ｒｅｃｅ
ｉｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｃｏｄｅ　Ｐｏｗｅｒ）、ＣＰＩＣＨのパイロットビット上で
測定される逆拡散後の１つのコード上で受信されるパワー。ＲＳＣＰについての参照ポイ
ントは、ＵＥにおけるアンテナコネクタである。
２．ＣＰＩＣＨ　Ｅｃ／Ｎｏ；ＣＰＩＣＨ　Ｅｃ／Ｎｏ＝ＣＰＩＣＨ　ＲＳＣＰ／キャリ
アＲＳＳＩ　ここで、ＲＳＳＩは受信信号強度インジケータである。ＣＰＩＣＨ　Ｅｃ／
Ｎｏは、バンド中のパワー密度で割られるチップ毎の受信エネルギーとして記述され得る
。測定は、好ましくは、ＣＰＩＣＨ上で実行される。ＣＰＩＣＨ　Ｅｃ／Ｎｏのための参
照ポイントは、ＵＥにおけるアンテナコネクタである。
３．ＵＴＲＡキャリアＲＳＳＩは、関連チャネル帯域幅内の広帯域受信パワーとして記述
され得る。測定は、好ましくはＵＴＲＡＮダウンリンクキャリア上で実行される。ＲＳＳ
Ｉのための参照ポイントは、ＵＥにおけるアンテナコネクタである。
【０００４】
　参考文献［１］は、ＷＣＤＭＡのためのダウンリンク隣接セル測定についてより詳しく
記述している。ＲＳＣＰは、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）についてのセルレベ
ルに基づいてＵＥにより測定される。ＵＴＲＡキャリアＲＳＳＩは、全てのキャリア上で
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測定される。ＵＴＲＡキャリアＲＳＳＩは、トータル受信パワー、及び同じキャリア上の
全てのセル（サービングセルを含む）からのノイズである。上記ＣＰＩＣＨ測定値は、し
ばしばモビリティ決定のために用いられる数量である。Ｅ－ＵＴＲＡＮにおいて続く３つ
のダウンリンク隣接セル品質測定が、まずモビリティの目的のために指定される。
ｉ　　　参照シンボル受信パワー（ＲＳＲＰ）
ｉｉ　　参照シンボル受信品質（ＲＳＲＱ）：ＲＳＲＱ＝ＲＳＲＰ／キャリアＲＳＳＩ
ｉｉｉ　Ｅ－ＵＴＲＡキャリアＲＳＳＩ
【０００５】
　参考文献［２］は、Ｅ－ＵＴＲＡＮのためのダウンリンク隣接セル測定についてより詳
しく記述している。ＲＳＲＱ中のＲＳＲＰ又はＲＳＲＰ部分は、もっぱら参照シンボル上
のセルレベルの基準に基づいてＵＥにより測定される。ＷＣＤＭＡのケースにおけるよう
に、Ｅ－ＵＴＲＡキャリアＲＳＳＩは、全てのキャリア上で測定される。これはまた、同
じキャリア上において、全てのセル（サービングセルを含む）からのトータルの受信パワ
ー及びノイズである。測定品質（ｉ及びｉｉ）に基づいた２つのＲＳがしばしばモビリテ
ィ決定のために用いられる。隣接セル測定は、ほぼ２００ｍｓ程度又はさらに長い期間上
で小さなスケールのフェーディングの影響を除くために平均化される。ＵＥ上において、
所定の最小数のセルから、例えばＥ－ＵＴＲＡＮにおけるＲＳＲＰ及び／又はＲＳＲＱの
隣接セル測定値を測定及びレポートするための要求がまた存在する。ＷＣＤＭＡ及びＥ－
ＵＴＲＡＮの双方において、この数は、サービングキャリア周波数上で、多くの場合８セ
ル（１つのサービングセルと７つの隣接セルとを含む。）である。サービングキャリア周
波数は、共通してイントラ周波数と呼ばれる。しかしながら、“隣接セル”という表現は
、ＵＥのサービングセルとこのサービングセルの隣接セルとの双方を含む。
【０００６】
　隣接セル測定のサンプリング
　全ての隣接セル測定量結果は、２又はそれ以上のベーシックなノンコヒーレントな平均
化されたサンプルのノンコヒーレントな平均化を含む。Ｅ－ＵＴＲＡＮにおけるＲＳＲＰ
測定平均化の一例が図１に示される。図は、物理レイヤ測定期間、例えば２００ｍｓの間
、この例においては、３ｍｓ毎に４つのノンコヒーレントな平均化されたサンプル又はス
ナップショットを収集することにより、ＵＥが全ての測定量結果を得ることが描かれてい
る。全てのコヒーレント平均化されたサンプルは、１ｍｓ長である。この例において、３
ｍｓのノンコヒーレントなサンプルは、３つの連続したコヒーレントなサンプルを含む。
例えばＲＳＲＰ又はＲＳＲＱといった隣接セル測定量の測定精度は、物理レイヤ測定期間
によって決まる。サンプリングレートがＵＥの実装に特有のものであることは、特筆すべ
きである。そのために、他の実装においては、ＵＥは、２００ｍｓの間隔又は測定期間上
で３つのスナップショットしか用いないかもしれない。サンプリングレートに関わらず、
測定量がパフォーマンス要求を満たすものであることは、特定の測定精度の観点から重要
である。
【０００７】
　ＲＳＲＱの場合、分子のＲＳＲＰと分母のキャリアＲＳＳＩの双方が、両コンポーネン
ト上の同様のフェーディングプロファイルに追随するために、同じ時点で又は同じ瞬間に
サンプリングされるべきである。
【０００８】
　モビリティシナリオ
　基本的に、又は少なくとも２種類のモビリティが存在する。
　ａ　アイドルモードモビリティ：セル再選択
　ｂ　コネクティッドモードモビリティ：ハンドオーバ
【０００９】
　セル再選択は、主にネットワークの如何なる直接の介入も要しないＵＥの自立的な機能
である。しかし、いくつかの拡張のためにこのモビリティシナリオにおけるＵＥの挙動は
、まだいくつかのブロードキャストされたシステムパラメータ及びパフォーマンス仕様に
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より制御され得る。
【００１０】
　ハンドオーバは、一方、多くの場合、明確なＵＥ特有のコマンド及びパフォーマンス仕
様により、完全にネットワークにより制御される。
【００１１】
　アイドル及びコネクティッドモードの双方において、モビリティ決定は、主に、上述し
た同じ種類のダウンリンク隣接セル測定に基づく。ＷＣＤＭＡ及びＥ－ＵＴＲＡＮの双方
は、周波数再利用の１システムである。これは、地理的に最も近い又は物理的に隣合う隣
接セルが同じキャリア周波数上で動作することを意味する。オペレータは、また、多重周
波数レイヤを同じ受信可能サービスエリア内に配置するかもしれない。そのため、ＷＣＤ
ＭＡ及びＥ－ＵＴＲＡＮの両方においてアイドルモードおよびコネクティッドモードのモ
ビリティは、３つの主なカテゴリに広く分類される。
・イントラ周波数モビリティ（アイドル及びコネクティッドモード）
・インター周波数モビリティ（アイドル及びコネクティッドモード）
・インターＲＡＴモビリティ（アイドル及びコネクティッドモード）
【００１２】
　イントラ周波数モビリティにおいて、ＵＥは、同じキャリア周波数に属するセル間を移
動する。これは重要であり、最も重要でさえあるかもしれないモビリティシナリオである
。なぜなら、これは遅延予定の観点からコストの低減を引き起こすからである。このモビ
リティシナリオは、より短い遅延を引き起こす。なぜならばＵＥ測定が測定ギャップの間
に実行されるわけではないからである。２つ目に、ハンドオーバ及びセル再選択のほとん
どが同じキャリア周波数上で運営されるセル間で実行される。加えて、オペレータは、自
由に効率的に利用されることを望む少なくとも１つのキャリアを有するだろう。
【００１３】
　インター周波数モビリティにおいて、ＵＥは、異なるキャリア周波数に属すが、同じ接
続テクノロジであるセル間を移動する。これは、イントラ周波数モビリティと比較して重
要ではないモビリティシナリオであると考えられている。これは、異なるキャリアに属す
るセル間におけるハンドオーバ及びセル再選択は、適したセルがサービングキャリア周波
数上で利用可能でないときに実行されるためである。さらに、インター周波数モビリティ
のためのＵＥ測定は、ギャップの間に実行される。これは、測定遅延を増大させ、このた
め、イントラ周波数シナリオの場合と比較して、長いハンドオーバ遅延を引き起こす。
【００１４】
　インターＲＡＴモビリティにおいて、ＵＥは、異なる接続テクノロジに属するＷＣＤＭ
Ａ及びＧＳＭ間のようなセル間で移動する。このシナリオは、オペレータがこのネットワ
ークにおいて全てのサポートされるＲＡＴの完全な受信可能エリアを有していない場合に
特に重要である。初期の展開中において、オペレータは、新たに開発されたテクノロジに
ついて制限された受信可能エリアを有しているかもしれない。このため、インターＲＡＴ
ハンドオーバは、全てのＲＡＴが完全な受信エリアを有していないとしても、ユーザにユ
ビキタスサービスを保証するだろう。さらに、オペレータは、異なるＲＡＴｓを異なるサ
ービスのために最適化するかもしれない。例えば、ＧＳＭについてはスピードのために、
ＵＴＲＡＮについてはパケットデータのために、Ｅ－ＵＴＲＡＮについては音声とパケッ
トデータの両方のために最適化するかもしれない。かくして、もしＵＥが音声及びパケッ
トデータの間で切替える、又は、両方のタイプのサービスを同時に要求する場合には、イ
ンターＲＡＴハンドオーバが、オペレータにより用いられ、要求されたサービスを予定さ
れた加入者に提供するために最も適したテクノロジが選択される。
【００１５】
　品質測定の目的
　上記にて示唆されたように、ＣＰＩＣＨ　Ｅｃ／Ｎｏ及びＲＳＲＱは、ＷＣＤＭＡ及び
Ｅ－ＵＴＲＡＮにおいてそれぞれ用いられる、所謂隣接セル品質測定量である。一般的に
品質測定（Ｑｒｘ）は、次のように表現される。
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【００１６】
【数１】

【００１７】
　ここで、Ｐｒｘは、パイロット又は参照信号又はチャネルすなわちシグナルの強い部分
の受信パワーである。Ｉは、干渉であり、Ｎｏは、ノイズである。品質測定のタイプによ
って、構成要素Ｉは、パイロットチャネル上の干渉であり、又は全てのキャリア上のトー
タルの干渉であり、又は単にセル間の干渉とノイズの和である。ＷＣＤＭＡ及びＥ－ＵＴ
ＲＡＮ内における現在の品質測定において、干渉測定は、キャリア上における全てのすな
わちサービング及び全てのノンサービングセルからの干渉を構成する。実際には、同じ測
定帯域幅中のノイズ及び干渉は、分けることができない。これは、ＵＥにより測定される
干渉は、実際の干渉とノイズとを含むだろうことを意味する。すなわち、測定された部分
は、（１）における分母（Ｉ＋Ｎｏ）の全てである。
【００１８】
　隣接セル品質測定の目的は、ＵＥによって、特定のセルにおいて経験される長期的なダ
ウンリンク品質を評価して予想することである。これは、確かにＵＥがセル内で達成する
信号品質又はスループットを示す。この予測は、セル再選択及びハンドオーバがそれぞれ
実行されているときに、ＵＥ及びネットワークが最も適したセルを選択することを可能に
する。Ｅ－ＵＴＲＡＮにおいて、任意のリソースブロックのセット（すなわち、セル帯域
幅の一部）がＵＥに対して送信のために割り当てられる。そのため、品質測定は、全ての
帯域上で、又は少なくとも帯域中の最も大きい可能性のある部分上で全ての長期的な平均
品質が取得されるべきであろう。これは、サービングセルからのリソースブロックのサブ
セットの短期間における品質が描かれるＥ－ＵＴＲＡＮのＣＱＩ測定と対照的である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　上記のように、品質測定は、例えばＲＳＲＱ＝ＲＳＲＰ／キャリアＲＳＳＩの分母にお
ける全てのキャリア上のトータルの干渉を含む。これは、品質測定が、またサービングセ
ル信号からの影響を含むことを意味する。特にＥ－ＵＴＲＡＮのようなＯＦＤＭに基づく
システムにおいては、サービングセル信号は、良好なサブキャリア間のセル帯域幅にわた
る直交性に起因する、ごくわずかなイントラセル干渉を含む。セル品質を正確に追跡する
ために、サービングセル信号からの影響は従って隣接セル品質測定の干渉測定部分から除
外するべきである。
【００２０】
　さらに、インターセル干渉の統計的な特徴は、インターセル干渉が次に示す１～３のい
ずれに起因するかによって著しく異なるかもしれない。
　１．隣接セルの参照シンボル
　２．隣接セルからのデータ信号
　３．隣接セルからの制御信号
【００２１】
　これら３つのカテゴリーは、異なる送信パワーと空間的な特性とを有するかもしれない
。正確な隣接セル品質測定、又は、推定のために、ＵＥは、上述の３つのカテゴリの混合
であるデータチャネルにおいてリソースエレメント（ＲＥ）に影響を与える、インターセ
ル干渉のよい統計、又は、得るのに適した統計、又は統計的特性を有するべきである。こ
こでは、I_dと称される。この式を、隣接セルにおけるリソースエレメント（ＲＥ）から
のインターセル干渉として使用してもよく、ここで当該ＲＥｓは好ましくは、データチャ
ネルのみに属するべきである。しかし、ＲＥｓは、ＲＥｓの３つのカテゴリ、データ信号
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、制御信号、及びＲＥｓを含む参照シンボルの１又は２以上の混合でありうる。インター
セル干渉の統計的な特徴は、ここにI_dとして称される。
【００２２】
　実際、少なくとも多くの場合、データチャネルにおいてリソースエレメント（ＲＥ）に
打撃を与える、又は影響を与えるインターセル干渉は上述した３つのカテゴリ１，２，及
び３の混合である。
【００２３】
　最終的には、又は好ましくは、この干渉特性は、データチャネル上において、測定され
、又は測定及び計算されるべきである。しかしながら、この測定は、リソースエンティテ
ィ即ち、例えば特定のユーザ又はＵＥにスケジュールされたデータを含む時間―周波数リ
ソースエレメントに限定される。サービングセル信号からの影響を除く唯一の又は主に良
好な機会が、測定を行おうとするＵＥがスケジュールされたリソースについては存在する
ためである。それらリソースエンティティにより送信されるデータをＵＥが受信している
リソースについては、と言ってもよい。制限された数の干渉サンプルが明らかに統計的な
推定又は測定又は推定された干渉統計の正確性に不利益をもたらすかもしれない。さらに
、マルチユーザーＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔ
ｐｕｔ）即ち、又は例えば空間分割多重アクセスシステムにおいて、複数のユーザが、も
し測定がデータＲＥｓ上で実行される場合に、ＵＥがイントラセル干渉からインターセル
干渉を分離することを妨げる、同じデータリソースエレメント（ＲＥ）に割り当てられる
かもしれない。
【００２４】
　或いは、干渉測定は、参照シンボル（ＲＳ）を含むＲＥｓ上で実行されてもよい。しか
しながら、統計、又は統計的な特徴、例えばI_RSと対応する、隣接セルＲＳにおける干渉
測定値の平均干渉は、データチャネル上又はコントロールチャネル上における干渉と明ら
かに異なる統計を示すかもしれない。干渉測定値の統計的な特徴は、隣接セルRS上におけ
るI_RSが異なる、またはデータチャネル上の干渉測定値の統計的な特徴、又は、コントロ
ールチャネル上の干渉測定値の統計的な特徴と明らかに異なるケースであるかもしれない
。隣接セルＲＳ上の干渉測定値は、隣接セルＲＳからの干渉を与える、又は生み出す。Ｒ
Ｓｓの制限されたセットが存在し、特にＭＩＭＯのために、隣接するアンテナについてＲ
Ｓを１つのアンテナ上で維持する位置は空（ｅｍｐｔｙ）である。或いは、ＭＩＭＯにつ
いて時間－周波数リソース即ちＲＳを異なるアンテナ上に含むリソースエレメントは異な
るという人がいるかもしれない。しかしながら、ＲＳに影響を与える干渉は、隣接セルの
ＲＳｓより大きな範囲で、主に、由来し、寄与する。例えば、軽く導入されたシステムに
おいては、Ｉ＿ＲＳは、Ｉ＿ｄと明らかに異なるかもしれない。通常は、又は多くの場合
にはＩ＿ｄよりも大きい。なぜならば、隣接セルにおいて、恐らく（ｐｏｓｓｉｂｌｙ）
データが全てのリソースブロック（ＲＢ）には割り当てられてはいないからである。測定
された干渉期間の統計値は、それゆえ、データチャネルに影響する干渉から明らかに逸脱
しているかもしれない。１，２，４送信アンテナのケースにおけるＲＢについてのＲＳグ
リッドは、図２ａ～２ｃ４中に描かれる。セル間において、ＲＳグリッドは、周波数ドメ
イン中においてシフトされるかもしれない。これは、標準が、干渉のランダム化を許容す
るために、周波数ドメインにおいて、予定される３つのシフトを構成する可能性を許容し
ているためである。セル中において用いられる周波数シフトは、プライマリ同期シーケン
ス（ＰＳＳ）にマッピングされる。そのため、３つの特定ＰＳＳが見込まれる。周波数シ
フトは、ＵＥによってＰＳＳの検出を要求するセル同期フェーズの間検出される。１つの
ＲＳグリッドは、多くの場合、時間領域においてタイムスロット０，５ｍｓ又はサブフレ
ーム１ｍｓ、及び、周波数領域において、全セル帯域（ＢＷ）にわたる。周波数領域にお
いて、それは、多重ＲＢｓ例えば１０ＭＨｚＢＷのセルにおいて５０ＲＢｓ、又は２０Ｍ
ＨｚＢＷのセルにおいて１００ＲＢｓであり、その他色々である。引用符号２０２は、イ
ンデックス（ｋ，ｌ）によって識別され、ｌは０～６の値であり、ｋは０～１２の値であ
るリソースエレメントを示す。２つの送信アンテナのために、共通のＲＳｓについてのた
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った３つの周波数シフトが存在する。これは、全てのデータ干渉が測定されない状態を引
き起こす。さらに、第１の３ＯＦＤＭシンボルは、データ干渉の代わりに、コントロール
チャネル干渉が見られるかもしれない。コントロール信号は、データ信号と比べて様々な
パワーに制御されるため、これらＲＳｓ上で得られる干渉推定は、データが送信されると
きに存在する干渉を反映していないかもしれない。もし、サブフレームの後半において、
例えば専用のＲＳを代わりに挿入するために共通ＲＳが除去されると、データＲＥｓ上で
干渉を測定することが必要であるだろう。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　“隣接セル品質測定”という表現は、ＵＥのサービングセル上又は中で実行された測定
の他にも、上記サービングセルの隣接セル上又は中で実行された測定も含む。
【００２６】
　この記述中において、“基地局”という単語は、ユーザ端末（ｕｓｅｒ　ｔｅｒｍｉｎ
ａｌ）と無線通信することのできる一般的なネットワークノードに対して用いられる。
【００２７】
　リソースエレメントのセル固有のグリッドにおいて、リソースエレメントのサブセット
が、サイレントに、即ちそこにいかなる種類の送信信号も割り当てられないように意図的
に計画され及び／又は構成され、それはサイレントリソースエレメントグリッドと呼ばれ
る。
【００２８】
　第１のネットワークノードは、例えばユーザ装置（ＵＥ）であってよい。
　第２のネットワークノードは、例えば基地局であってよい。
　１又は２以上の上記に示した問題を少なくとも軽減する、通信システムにおける隣接セ
ル品質測定のための解決策を提供することは、本発明の１つの目的である。
【００２９】
　干渉測定と関連するサービングセルの影響を含むことを避ける、隣接セル品質測定のた
めの解決策を提供することもまた、本発明の１つの目的である。
【００３０】
　上記目的のうちの少なくとも１つは、方法、構成（ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ）、ネット
ワークノード、又はここで記述される本発明の実施例及び実施形態に従ったリソースエレ
メントグリッドにより達成される。
【００３１】
　さらなる目的及び利点は、以下より明確である。
　概して言えば、無線通信システムの第１のネットワークノードにおいて、モビリティの
目的のために、隣接セル品質を測定するために実行される方法が提供される
【００３２】
　一実施形態によれば、モビリティの目的のために隣接セル品質を測定するために、無線
通信システムの第１のネットワークノード中で実行される方法であって、前記方法は、ａ
．隣接セルの品質を測定するために、前記隣接セルに固有のデータ割り当てを有さないリ
ソースエレメントを含むセル固有サイレントグリッドを取得するステップと、ｂ．前記セ
ル固有サイレントグリッドが測定期間上である間、信号干渉を測定するステップと、ｃ．
前記隣接セルの前記品質を、測定された前記信号干渉に基づいて推測するステップと、含
み、前記推測するステップは、信号強度と測定された前記信号干渉とを用いて、前記隣接
セルの前記品質を計算、測定、及び／又は推測することを含む、方法が提供される。
【００３３】
　前記方法は、前記推測された隣接セルの品質を第２のネットワークノードにレポートす
るステップを含んでもよい。
【００３４】
　前記隣接セルの前記品質は、測定された前記信号干渉をインターセル干渉として用いて
、計算、測定、及び／又は推測されてもよい。
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【００３５】
　前記干渉は、ノイズと、データ若しくは制御チャネル又はそれらの組合せからの受信パ
ワーと、を含んでもよい。
【００３６】
　前記隣接セルの前記品質は、参照シンボル受信品質（ＲＳＲＱ）として、次式を用いて
、計算、測定、及び／又は推測される、
　　ＲＳＲＱ＝ＲＳＲＰ／（Ｉｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ＋Ｎ０）
ここで、ＲＳＲＰは、参照シンボル受信パワーであり、Ｉｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌは、前記
セル固有サイレントグリッド中に測定されたインターセル干渉であり、Ｎｏはノイズであ
ってもよい。
【００３７】
　前記方法は、データ割当てを有さないデータリソースエレメントのグリッド中における
ポジションを、当該グリッドのセルのセルＩＤに応じて決定するステップを含んでもよい
。
【００３８】
　前記方法は、前記第１のネットワークノードのために、隣接セルの隣接セルＩＤから、
前記セル固有サイレントグリッドを取得するステップ、を含んでもよい。
【００３９】
　前記方法は、隣接セルにおいて用いられる前記セル固有サイレントグリッドのインデッ
クスのシグナリングを、前記第１のネットワークノードにおいて、少なくとも１つの制御
チャネルを介して受信するステップを含んでもよい。
【００４０】
　前記制御チャネルは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上にマッピングさ
れたブロードキャストチャネルか、又は、前記ＰＤＳＣＨを介して送信されるブロードキ
ャストチャネルであってもよい。
【００４１】
　他の実施形態によれば、ａ．隣接セルの品質を測定するために、前記隣接セルに固有の
データ割当てを有さないリソースエレメントを含むセル固有サイレントグリッドを取得す
るためのグリッド取得手段と、ｂ．前記セル固有サイレントグリッドが測定期間上である
間、信号干渉を測定するための測定手段と、ｃ．前記隣接セルの前記品質を、信号強度と
測定された前記信号干渉とを用いて、計算、測定、及び／又は、推測するための計算手段
と、含む、第１のネットワークノード中の第１の構成が提供される。
【００４２】
　前記第１の構成は、前記隣接セルの前記品質を、第２のネットワークノードにレポート
するためのレポート手段を含んでもよい。
【００４３】
　前記計算手段は、前記隣接セルの前記品質を、測定された前記信号干渉をインターセル
干渉として用いて計算、測定、及び／又は、推測するよう構成されてもよい。
【００４４】
　前記干渉は、ノイズと、データ若しくは制御チャネル又はそれらの組合せからの受信パ
ワーと、を含んでもよい。
【００４５】
　前記計算手段は、前記隣接セルの前記品質を、参照シンボル受信品質（ＲＳＲＱ）とし
て、次式を用いて、計算、測定、及び／又は、推測するよう構成され、
　　ＲＳＲＱ＝ＲＳＲＰ／（Ｉｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ＋Ｎ０）
ここで、ＲＳＲＰは、参照シンボル受信パワーであり、Ｉｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌは、前記
セル固有サイレントグリッド中に測定されたインターセル干渉であり、Ｎｏはノイズであ
ってもよい。
【００４６】
　前記第１の構成は、データ割当てを有さないデータリソースエレメントのグリッド中に
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おけるポジションを、当該グリッドのセルのセルＩＤに応じて決定するための決定手段を
含んでもよい。
【００４７】
　前記計算手段（５０８）が、前記第１のネットワークノードのために、前記セル固有サ
イレントグリッドを、隣接セルの隣接セルＩＤから取得する、ように構成されてもよい。
【００４８】
　隣接セルにおいて用いられる前記セル固有サイレントグリッドのインデックスのシグナ
リングを、前記第１のネットワークノードにおいて、少なくとも１つの制御チャネルを介
して受信するための、受信手段を含んでもよい。
【００４９】
　前記受信手段は、セカンダリ又は専用ブロードキャストチャネル（Ｄ－ＢＣＨ）をマッ
ピングし、又はそれを物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を介して受信するよ
う構成されてもよい。
【００５０】
　他の実施形態によれば、無線通信システムの第１のネットワークノードが隣接セルの品
質測定に使う、第２のネットワークノードのセルに固有のセル固有サイレントグリッドを
設定するために、無線通信システムの前記第２のネットワークノードで実行される方法で
あって、ａ．グリッド内の少なくとも１つのリソースエレメントがデータ割当てを有さな
いように前記リソースエレメントを設定して、前記セル固有サイレントグリッドを取得す
るステップと、ｂ．前記セル固有サイレントグリッドの中に、データ送信のために用いる
ことができる複数のリソースエレメントがデータ割り当てを有さないように前記複数のリ
ソースエレメントを設定するステップと、うち少なくともいずれか１つを含み、前記隣接
セルの品質は、信号強度と、前記セル固有サイレントグリッドが測定期間上である間に測
定される信号干渉とを用いて、前記第１のネットワークノードにより計算、測定、及び／
又は推測される、方法が提供される。
【００５１】
　前記方法は、それぞれのリソースウィンドウについて、制御又は参照シンボル信号でな
い全てのリソースエレメントを列挙するステップを含んでもよい。
【００５２】
　前記方法は、それぞれのリソースウィンドウにおいて、列挙されたデータリソースエレ
メントのレンジにおいて均一に番号を生成する擬似ランダム数生成器を用いて、列挙され
たリソースエレメントのセットから、サイレントリソースエレメントの指定番号を、選択
するステップを含んでもよい。
【００５３】
　前記方法は、隣接セル中で用いられる前記セル固有サイレントグリッドのインデックス
の、少なくとも制御チャネルを介した、前記第１のネットワークノードへのシグナリング
ステップを含んでもよい。
【００５４】
　前記制御チャネルは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上にマッピングさ
れるブロードキャストチャネルか、又は、前記ＰＤＳＣＨを介して送信されるブロードキ
ャストチャネルであってもよい。
【００５５】
　他の実施形態によれば、無線通信システムの第２のネットワークノード（３０２）にお
ける、第２のネットワークノードのセルに固有のセル固有サイレントグリッドを設定する
ための第２の構成であって、ａ．無線通信システムの第１のネットワークノードによって
、隣接セルの品質測定中で用いるための前記セル固有サイレントグリッドを設定又は設計
するための第１の設定手段と、ｂ．グリッド内の少なくとも１つのリソースエレメントが
データ割当てを有さないように前記リソースエレメントを設定して、前記セル固有サイレ
ントグリッドを取得する第２の設定手段と、ｃ．前記セル固有サイレントグリッドの中に
、データ送信のために用いることができる複数のリソースエレメントがデータ割り当てを
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有さないように前記複数のリソースエレメントを設定する第３の設定手段と、うちの少な
くとも１つを有し、前記隣接セルの品質は、信号強度と、前記セル固有サイレントグリッ
ドが測定期間上である間に測定される信号干渉とを用いて、前記第１のネットワークノー
ドにより計算、測定、及び／又は推測される、第２の構成が提供される。
【００５６】
　前記セル固有サイレントグリッドは、リソースブロック、タイムスロット、サブフレー
ム、及びフレーム中において編成されたリソースエレメントを含み、前記第２の構成は、
それぞれのサブフレームについて、前記リソースブロックをリソースウィンドウにグルー
ピングするための編成手段を有し、それぞれのリソースウィンドウは、周波数において隣
接するリソースブロックのグループを含んでもよい。
【００５７】
　前記第２の構成は、それぞれのリソースウィンドウについて、制御又は参照シンボル信
号でない全てのリソースエレメントを列挙するための列挙手段を含んでもよい。
【００５８】
　前記第２の構成は、それぞれのリソースウィンドウにおいて、列挙されたデータリソー
スエレメントのレンジから均一に番号を生成する擬似ランダム数生成器を用いて、列挙さ
れたリソースエレメントのセットから、サイレントリソースエレメントの指定番号を、選
択するための選択手段を含んでもよい。
【００５９】
　前記第２の構成は、隣接セルにおいて用いられる前記セル固有サイレントグリッドのイ
ンデックスを、少なくとも１つの制御チャネルを介して、前記第１のネットワークノード
へシグナリング又は送信するための送信手段を含んでもよい。
【００６０】
　前記送信手段は、セカンダリ又は専用ブロードキャストチャネル（Ｄ－ＢＣＨ）を物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上にマッピングする、又は、前記ＰＤＳＣＨを
介して送信するよう構成されてもよい。
【発明の効果】
【００６１】
　ここで記述された観点及び実施形態に従った本発明は、より正確な干渉、即ち、実質的
に、実際にＵＥによって経験されるインターセル干渉だけを、推測又は測定するという利
点がある。同様に、又は他の利点は、隣接セル品質測定が、より正確な、特定のセルのダ
ウンリンクの実際の品質の予測を提供することである。本発明のさらなる利点は、モビリ
ティパフォーマンスの改善、即ち、又は、例えば、改善されたセル再選択及びハンドオー
バである。
【００６２】
　本発明は、
－より正確な干渉推測、即ち、実際にＵＥによって経験される、インターセル干渉のみ又
は実質的にインターセル干渉のみの推測を認める。
－実際の特定のセルにおけるダウンリンクの品質のより正確な予測を可能にする。
－モビリティパフォーマンス即ち、又は例えば、セル再選択及びハンドオーバを改善する
。
という利点をもたらす。
【００６３】
　ここで記述される方法のステップ及び本発明の他の特徴は、ＵＥと呼ばれるモバイル端
末、又はモバイルステーション、及び／又は、ＮｏｄｅＢ又はｅＮｏｄｅＢと呼ばれる無
線基地局のような、１又は複数のネットワークノードにおいて、プロセッサにより実行さ
れるソフトウェアにより実装されるかもしれない。
【００６４】
　サイレントＲＥグリッドの好適な一例は、潜在的にデータを含むＲＥｓのようなリソー
スエレメントのうちのいくつかが用いられない、即ち、サイレントグリッドを形成するＲ
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Ｅグリッドである。
【００６５】
　ここで用いられる３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に関する如何なる例及び専門用語も、本発明の
スコープを制限するよう理解されるべきではない。原則として手順は例えばＷＣＤＭＡを
含む他のシステムに適用してもよい。本発明が原則的に無線システムのダウンリンク及び
アップリンクに等しく適用可能であることは特筆すべきである。
【００６６】
　本発明に従った方法に関する上記の特徴は、また、方法と関連して記述されたと同じ利
点を有する本発明に従った構成（ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ）として実装することもできる
。上記の本発明の、観点、実施形態、及び特徴の全ては、例えば同じ実施形態において自
由に組み合わされることができることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】Ｅ－ＵＴＲＡＮにおいてＲＳＲＰ測定平均化の一例を示す図である。
【図２ａ】１送信アンテナの場合における、参照シンボル（ＲＳ）又は時間領域において
２リソースブロック（ＲＢ）のサイズのためのリソースグリッド２００の一例を示す図で
ある。
【図２ｂ１】２送信アンテナの場合における、参照シンボル（ＲＳ）又は時間領域におい
て２リソースブロック（ＲＢ）のサイズのためのリソースグリッド２００の一例を示す図
である。
【図２ｂ２】２送信アンテナの場合における、参照シンボル（ＲＳ）又は時間領域におい
て２リソースブロック（ＲＢ）のサイズのためのリソースグリッド２００の一例を示す図
である。
【図２ｃ１】４送信アンテナの場合における、参照シンボル（ＲＳ）又は時間領域におい
て２リソースブロック（ＲＢ）のサイズのためのリソースグリッド２００の一例を示す図
である。
【図２ｃ２】４送信アンテナの場合における、参照シンボル（ＲＳ）又は時間領域におい
て２リソースブロック（ＲＢ）のサイズのためのリソースグリッド２００の一例を示す図
である。
【図２ｃ３】４送信アンテナの場合における、参照シンボル（ＲＳ）又は時間領域におい
て２リソースブロック（ＲＢ）のサイズのためのリソースグリッド２００の一例を示す図
である。
【図２ｃ４】４送信アンテナの場合における、参照シンボル（ＲＳ）又は時間領域におい
て２リソースブロック（ＲＢ）のサイズのためのリソースグリッド２００の一例を示す図
である。
【図２ｄ】潜在的にデータを含むリソースエレメントのいくつかが用いられない、即ち、
サイレントグリッドを形成する、１アンテナポートの場合における、サイレントグリッド
の一例を示す図である。
【図２ｅ】概略的に描かれたリソースエレメントグリッド中における、ＯＦＤＭシンボル
、タイムスロット、ＲＢ、ＲＷ、サブフレーム、フレームが概略的に描かれた図である。
【図２ｆ】概略的に描かれたリソースエレメントグリッド中における、ＯＦＤＭシンボル
、タイムスロット、ＲＢ、ＲＷ、サブフレーム、フレームが概略的に描かれた図である。
【図２ｇ】概略的に描かれたリソースエレメントグリッド中における、ＯＦＤＭシンボル
、タイムスロット、ＲＢ、ＲＷ、サブフレーム、フレームが概略的に描かれた図である。
　シンボル・・・及び：は、全ての要素が示されているわけではないことを示唆している
。図２ｅ，２ｆ，及び２ｇにおいて、これらのシンボルは、全てのＲＥｓ又はリソースエ
レメントグリッドが示されているわけではないことを示唆するために用いられる。これは
、わかりやすくするためである。
【図３】本方法及び構成が用いられるかもしれないネットワークの典型的な一例を示す図
である。
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【図４】第１又は第３のネットワークノードにおいて実行することのできる、例えば第１
の間ｔ年に従った方法を概略的に描くフローチャートである。上記方法は、類似するタイ
プのネットワークノードにおいて実行されてもよい。
【図５ａ】例えば、第１のネットワークノード中及び／又は、第２の観点に従ったネット
ワークノード中に示される、第１の構成の一例を概略的に描く図である。
【図５ｂ】例えば第１のネットワークノード、及び／又は第２の観点に従ったネットワー
クノード中で示される第１の構成の他の一例を概略的に描く図である。
【図６】ユーザ装置（ＵＥ）の一例を概略的に描く図である。
【図７】第２のネットワークノード中で実行される、例えば第３の観点に従った方法を概
略的に描くフローチャートである。上記方法は、類似するタイプのネットワークノードに
おいて実行されてもよい。
【図８】例えば第２のネットワークノード、及び／又は第２の観点に従ったネットワーク
ノード中で示される、第２の構成の一例を概略的に描いた図である。
【図９】基地局（ＢＳ）の一例を概略的に描いた図である。
【発明を実施するための形態】
【００６８】
　略語
　ＵＥ　　　　ユーザ装置
　ＲＢ　　　　リソースブロック
　ＲＥ　　　　リソースエレメント
　ＲＷ　　　　リソースウィンドウ
　Ｉ＿ｄ　　　データシンボル上の干渉
　Ｉ＿ＲＳ　　参照シンボル上の干渉
　ＲＳＲＰ　　参照シンボル受信パワー
　（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｙｍｂｏｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）
　ＲＳＲＱ　　参照シンボル受信品質
　（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｙｍｂｏｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）
　ＲＳＳＩ　　受信信号強度インジケータ
　（Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）
　ＰＢＣＨ　　物理又はプライマリブロードキャストチャネル
　（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｏｒ　ｐｒｉｍａｒｙ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
　ＰＤＳＣＨ　物理ダウンリンク共有チャネル
　（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）
　Ｄ－ＢＣＨ　専用又はセカンダリブロードキャストチャネル
　（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｏｒ　ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎ
ｅｌ）
　Ｐ－ＳＣＨ　プライマリ同期チャネル
　Ｓ－ＳＣＨ　セカンダリ同期チャネル
　ＰＳＳ　　　プライマリ同期シーケンス
　ＳＳＳ　　　セカンダリ同期シーケンス
【００６９】
　全体的なアイデアは、隣接セル品質測定値（例えば、ＲＳＲＱ）の干渉部分を、サービ
ング及び隣接セルから、リソースエレメントのサイレントグリッド中に、又は、サイレン
トリソースエレメントグリッド中に、測定又は推測することである。これまでのところ、
又は、背景技術において、隣接セル品質測定値、例えばＲＳＲＱの干渉部分は、サービン
グセルからの影響も含んでいる。本発明中の、又は本発明に従った、方法及び構成は、隣
接セル品質測定値例えばＲＳＲＱがインターセル干渉のみ、又は、実質的にインターセル
干渉のみを含むことを保証するだろう。これは、より正確なＲＳＲＱ又は品質の推測又は
計算を可能にするだろう。なぜならば、ＯＦＤＭＡにおいてイントラセル干渉は、しばし
ば無視できるほどささいなものであるからである。
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【００７０】
　下記に、本発明の様々な実施形態及び変形例とその特徴が記述されるだろう。
【００７１】
　簡潔に説明すると、本発明は、通信システムにおいて、サイレントリソースエレメント
グリッドを用いた、隣接セル品質測定のための方法及び構成を含む。
【００７２】
　より詳細には、本発明は、下記の概略的な（ｇｅｎｅｒａｌ）ステップ及び特徴、並び
に実施例を含む。下記において、焦点はデータチャネルにおかれる。しかし、簡単な変形
を伴ういくつかのアプローチは、制御チャネルに影響する干渉の推測に適用されてもよい
。本発明は、部分的には、図を参照しながら記述される。しかし、示された情報は、いか
なる特定の例又は実施形態も限定するものではなく、一般的に展開又は用いることができ
るだろう。
【００７３】
　サイレントグリッドのデザイン
　サイレントリソースエレメントグリッドをデザインするときには、いくつかの観点に留
意すべき又は、留意することが適当である。
１．サイレントリソースエレメントグリッド上又はサイレントリソースエレメントグリッ
ドに影響を与える干渉は、全体的な干渉の統計情報を適切に反映すべきである。従って、
データチャネル上のサイレントＲＥｓの分布は、適切に、出来る限り均一である必要があ
る。しかしまた、もしデータチャネル上のサイレントＲＥｓの分布が出来る限り均一でな
い場合、サイレントリソースエレメントグリッドを用いることは、好都合である。
２．重大な、隣接セルのサイレントグリッドとの長期間の重複を避けるために、時間及び
／又は周波数上、適切に変化すべきであるという意味で、サイレントリソースエレメント
グリッドは、好ましくは、又は、適切には、擬似的にランダムであるべきである。サイレ
ントリソースエレメントグリッドは、また、時間及び／周波数上変化せずに、例えば擬似
的にランダムに用いられてもよい。
　時間及び／又は周波数上で変化するサイレントリソースエレメントグリッドを考慮する
ことは、特筆すべきである。本発明は、擬似的にランダムなサイレントリソースエレメン
トグリッドに限定されず、例えば、代わりの方法は、重大な重複が生じていない、隣接セ
ルのサイレントリソースエレメントグリッドをコーディネートすることである。そのよう
なアプローチは、しかしながら、注意深い計画を通常必要とするため、重大な展開の困難
性をもたらすかもしれない。
【００７４】
３．ＵＥｓは、好ましくは、又は、適切には、制御信号オーバーヘッドが少ない、又は好
ましくは制御信号オーバーヘッドがない状態でサイレントリソースエレメントグリッドを
容易に取得することができるべきである。
　この制限事項は、好ましい、又は適切ではあるけれども、本発明は、この制限事項に限
定されないことは特筆すべきである。サイレントリソースエレメントグリッドレイアウト
の明確なシグナリングを用いることは、想像できる。
【００７５】
４．１又はいくつかのＲＢｓ中におけるサイレントＲＥｓのクラスタリングは、好ましく
は、又は適切には、改善されたサンプル統計値のために回避されるべきである。これは、
下記の例によって描かれる。
　ａ．例えば、２つのサイレントリソースエレメント（ＲＥ）が、セル内で５個のリソー
スブロック（ＲＢ）毎に存在し、最大４つのサイレントＲＥが１つのＲＢ中において許容
されると仮定する。従って、ひとつのＲＢ中の１２のＲＥの中から、４つはサイレントＲ
Ｅである。これは、合計、全てのセルにおいて、ＲＢ当たり、４つのサイレントＲＥが存
在することを意味している。１０ＭＨｚセルの場合、即ち、５０ＲＢを含むが、セル毎の
全体的なサイレントグリッドは、２０個のＲＥ、即ち５個のＲＢ毎に２個のＲＥを含む。
かくして、合計、１０×２＝２０の、異なるセルで用いられる固有サイレントＲＥグリッ
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ドが存在する。これは、異なるセルにおいて、サイレントＲＥを含むリソースブロックは
、異なるためである。例えば、１つのセル中において、サイレントＲＥを含む第１のＲＢ
は、また、数理上の（ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｉｃａｌ）順序で１番目のＲＢであり、次のＲ
Ｂは、５番目である。などなど。しかし、他のセルにおいて、サイレントＲＥを含む１番
目のＲＢは、数理上の順序で２番目のＲＢであるかもしれず、次のＲＢは６番目である。
などなど。これは、サイレントグリッドは、この例において、２０個のセル毎の後に再利
用される。
【００７６】
　これら４つの基準を達成するための１つのスキームは、以下の通りである。
・それぞれのサブフレームについて、ＲＢｓが適切にリソースウィンドウ（ＲＷ）にグル
ーピングされる。
　－それぞれのＲＷは、適切には、例えば周波数において隣接するＲＢｓのグループであ
る。
　－それぞれのＲＷにおけるＲＢｓの数は、適切には、半静的に設定される。
　－特別なケースとして、全てのシステム帯域を示すたった１つのＲＷが存在し得る。又
は、それぞれのＲＢについてＲＷが存在し得る。隣接セル品質測定のために、好ましくは
、又は適切には、全てのシステム帯域にわたるべきである。１つのＲＷが全てのシステム
帯域を示すことは、好適である。
・それぞれのＲＷについて、適切には、制御又はＲＳ信号でない全てのＲＥｓが列挙され
る。
・それぞれのＲＷ中で、適切には、特定の数のサイレントＲＥｓが、列挙されたＲＥｓの
セットから選択される。例えば、列挙されたＲＥｓ、例えばデータＲＥｓのレンジの中で
、均一に数を生成する、擬似ランダム数生成器を用いて選択される。ＲＷｓへのグルーピ
ングは、サイレントＲＥｓのクラスタリングが十分に制限されることを保証するだろう。
【００７７】
　擬似ランダム数生成器の代替手段として、サイレントリソースエレメントグリッドが、
全てのセルにおいて、定期的に変化することも可能である。適切には、ＵＥは、この定期
的な変化の現時点のパターンを、サービングセルにおいて、知っている、又は知らされる
。例えば、特定のパターンは、フレームナンバーｋ毎に、セルＩＤが知られたサービング
セルｓ中において開始してもよい。ＵＥは、隣接セルｉ中におけるサイレントリソースエ
レメントグリッドについての現時点のパターンを、そのセルＩＤから、即ち隣接セルｉの
セルＩＤから取得することができる。例えば、セルｓが特定のサイレントリソースエレメ
ントグリッドＮを用いているとき、同時にセルｉは、特定のサイレントリソースエレメン
トグリッドＭを使用する。この関係。
【００７８】
・選択されたサイレントＲＥｓの数は、例えば、ａ）固定であってもよく、ｂ）それぞれ
のＲＷ中のＲＢｓの数から取得されてもよく、又は、ｃ）半静的に設定されてもよい。
　・代替的に、ａ）サイレントＲＥｓの数は、インターセル干渉測定のために用いること
ができる、又は、例えばデータ送信のために用いる代わりに、犠牲にすることのできるＲ
Ｅｓの数に応じて異なる。
　・サイレントＲＥｓの数はまた、セルＢＷに左右される。サイレントＲＥｓの数は、セ
ルＢＷ及び／又はＲＢｓの合計数に比例してもよい。
　・代替的に、ｂ）これは、例えば、下記のように実現されてよい。１つのセル中におい
て、５個のＲＢ毎に２つのサイレントＲＥｓを有し、１つのＲＢ中に最大４つのサイレン
トＲＥが存在することが許されると仮定する。すると、ＲＢ毎に合計４つのサイレントＲ
Ｅｓが存在する。従って、ＲＢ中における１２のＲＥのうち、４つはサイレントＲＥであ
る。そして、もしセルＢＷが１０ＭＨｚであれば、これは５０個のＲＢｓが存在すること
を意味し、そして、セル毎の全体としてのサイレントリソースエレメントグリッドは、２
０個のサイレントＲＥを含む。
　　合計、１０×２＝２０のサイレントＲＥグリッドが利用可能である。これらは、適切
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には、２０セル毎に再利用されるべきである。
【００７９】
　・代替的に、ｃ）これは、例えば、下記のように実現されてよい。様々なパラメータを
設定するための、基地局に接続する（ＢＳ）マニュアル設定により、又は、オペレーショ
ン及びメンテナンス機能により実現される。他の可能性としては、自動的に様々なＢＳの
パラメータを設定する自己最適化ネットワーク（ＳＯＮ：Ｓｅｌｆ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ）であり、サイレントリソースエレメントグリッドを設定することがで
きる。
【００８０】
　スキームはまた、簡単に、ＲＷに時間領域においてＲＢの一部のみを構成させることを
一般化することができる。例えば、ＲＢ中のＯＦＤＭシンボルは、グループ化され、ＲＳ
シンボル、及びデータシンボルを含むシンボルは、ＲＷ＿ＲＳにマッピングされる。そし
て、ＯＦＤＭシンボルは、データだけを運び、ＲＷ＿ｄにマッピングされる。例えば、Ｒ
Ｂ中のＯＦＤＭシンボルは、グループ化され、ＲＳシンボル及びデータシンボルを含むシ
ンボルは、ＲＷ＿ＲＳにマッピングされ、ＯＦＤＭシンボルはデータだけを運び、ＲＷ＿
ｄにマッピングされる。従って、ＲＷ＿ＲＳは、ＲＢ中のＲＳだけを含むＯＦＤＭシンボ
ルのグループのセットを示す。
【００８１】
　ＲＷ＿ＲＳ及びＲＷ＿ｄにおいて異なる数の、又はＲＷ＿ＲＳにおいてＲＷ＿ｄとは異
なる数のサイレントＲＥｓを用いることも考えられる。そのようなＯＦＤＭシンボルの分
離は、ＲＷ＿ＲＳに影響するインターセル干渉とＲＷ＿Ｄは異なる干渉統計値を有するこ
とから、有用であり得る。これは、同様に、ダウンリンク品質の異なる推測値をもたらす
かもしれない。例えば、隣接セル測定推定値から、ＲＷ＿ｄに基づいた干渉統計値は、実
際のセル品質を表現するために有益である。
【００８２】
　本発明の他の利点は、いくつかのＲＥｓ上でサイレントに保つことにより削減できるか
もしれないパワーは、データ又は参照シンボルを運ぶ他のＲＥｓ上のパワーを引き上げる
ために再分配することができる。異なるＯＦＤＭシンボルを異なるＲＷカテゴリに割当て
る先行する方法の、又はその一部のそのようなパワー再配分は、ＯＦＤＭシンボル中でパ
ワー再配分するための有用な方法であり得る。これは、ＲＳを搬送するＲＥｓ上の及び同
じＯＦＤＭシンボル内でデータを搬送するＲＥｓについて異なるパワーをサポートするた
めの一例である。
【００８３】
　サイレントＲＥグリッドの決定
　前述に示唆されたように、サイレントＲＥグリッドを、一貫した（ｃｏｎｓｉｓｔｅｎ
ｔ）グリッド重複、又は、サイレントリソースエレメントグリッドの隣接セルとの重複を
透過的に回避するために、擬似ランダムに生成することは有益である。従って、Ｎｏｄｅ
Ｂ又は基地局において用いられる擬似ランダム生成器と、ＵＥｓにおいて用いられる擬似
ランダム生成器とを同期することは、必要であり、適切である。擬似ランダム生成器の同
期のためのシンプルな、又は単純なスキームは、それぞれのフレームにおいて、１．それ
ぞれのセルに固有に提供されるセル識別子（セルＩＤ）２．継時的にホッピングを提供す
るフレームインデックスから生成されたシードを用いて、擬似ランダム生成器を再初期化
することである。
【００８４】
　セルＩＤ及びフレームインデックスの両方は、ＵＥｓにおいて利用可能である。Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮにおいて、セルＩＤは、同期チャネル、ＳＨ，（Ｐ－ＳＣＨ又はＰＳＳ及びＳ－
ＳＣＨ又はＳＳＳ）上に、参照シンボルと共にマッピングされる。従って、ＵＥは、全セ
ルＩＤをＰ－ＳＣＨ又はＰＳＳ，及び、Ｓ－ＳＣＨ又はＳＳＳ信号から、それぞれのセル
の同期手順の間に手に入れる。ＵＥは、全ての必要な隣接セルのセルＩＤを手に入れなけ
ればならない。これは、ＵＥが、全ての隣接セルで用いられるサイレントＲＥグリッドを
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、ブロードキャストチャネルのような如何なる追加の情報も読み込むことなく、簡単に取
得することを意味する。この場合において、手順は、以下の通りである。又は以下の通り
であり得る。ＵＥはまずサイレントＲＥグリッドをセル中で取得し、そして、このサイレ
ントＲＥグリッド中の干渉を測定する。これは、順に、この特定のセルの隣接セルの品質
を測定又は計算するために用いられる。
【００８５】
　擬似ランダム数生成器の再初期化間隔は、ＵＥにおいて適したインデックスが利用可能
であり、継時的にシードを進めるために用いられる限り、如何なる間隔が用いられてよい
。これは、しかし、サブフレーム又はフレームのグループを限定するものではない。
【００８６】
　他の可能性としては、Ｅ－ＵＴＲＡＮにおいて、セル中で用いられる、シード又はサイ
レントＲＥグリッドのインデックスは、セルＩＤにマッピングされるよりはむしろ、プラ
イマリ又は物理ブロードキャストチャネル（Ｐ－ＢＣＨ又はＰＢＣＨ）を介してシグナリ
ングされる。これは、ダウンリンク共有チャネル、即ちＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　
Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）上にマッピングされる、本格的な専
用ブロードキャストチャネル（Ｄ－ＢＣＨ）と比較して、ＵＥがＰ－ＢＣＨ又はＰＢＣＨ
を読み込むことを比較的容易にする。Ｄ－ＢＣＨは、システムインフォメーションブロッ
ク（ＳＩＢ）と呼ばれるデータブロックの形態で送信される、全てのシステム情報を含む
。しかし、原則として、サイレントＲＥグリッドのシード又はインデックスは、また、Ｄ
－ＢＣＨを介して送信することもできる。他の実施形態においては、又は、サイレントグ
リッドＲＥ又はサイレントリソースエレメントグリッドの代替として、セルにおいて送信
される情報は、セルＩＤ上にマッピングされる１つの静的な部分と、ブロードキャストチ
ャネル、即ち、Ｐ－ＢＣＨ、ＰＢＣＨ、又はＤ－ＢＣＨを介して送信される、半静的な部
分との２つの部分に分けることができる。Ｐ－ＢＣＨ、ＰＢＣＨ、又はＤ－ＢＣＨを用い
る、これらの方法又はケースのいずれかにおいて、ＵＥは、どこでそれが送信されたか、
又は、隣接セルのどのチャネルが用いられたかに応じて、そのセルで用いられるサイレン
トＲＥグリッドについての完全な情報を得るために、まずＰ－ＢＣＨ、ＰＢＣＨ、又はＤ
－ＢＣＨをまず読み込まなければならないだろう。サイレントグリッドＲＥパターン、又
は、サイレントリソースエレメントグリッドのパターンを手に入れた後に、ＵＥは、隣接
セル品質測定を実行するものとする。
【００８７】
　本発明の１つの重要な観点は、既に言及されたように、セルｉからの、又はセルｉにつ
いての、隣接セル品質測定のためのインターセル干渉が、セルｉにおいてサイレントＲＥ
グリッドの間測定され、そのため、干渉統計値へのサービングセルからの影響を回避する
ことである。インターセル干渉推測は、さらに、下記に詳しく述べられる。
【００８８】
　インターセル干渉測定
　サイレントＲＥグリッドは、ＵＥによって、データチャネル又は制御チャネルに影響す
る、インターセル干渉の統計を収集するために用いられる。もし、サイレントＲＥグリッ
ドが、データチャネル上に均一に配分されるならば、上記に示されるように、サイレント
ＲＥグリッドにおいて収集される干渉サンプルは、継時的に、データチャネルに影響する
干渉と完全に同一であるだろう。これらのサンプルは、したがって、ＵＥによって推測す
るために利用される。
　・データチャネルに影響するインターセル干渉パワー
　・データチャネルに影響するインターセル干渉の共分散マトリックス。これは、ＵＥが
多重アンテナ有するならば、経験的に有益である。
　・インターセル干渉の全確率分布
【００８９】
　測定された統計値は、参考文献［３］に提案されるアプローチと似た方法によって、時
間及び周波数に渡って平均化されてよい。１つの重要な差異は、隣接セル品質測定の場合
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において、時間平均は、ＣＱＩ推定のために用いられる期間と比較して相当に長い期間に
わたって実行されることである。ＣＱＩの場合において、平均化は、１又は複数のサブフ
レームにわたる。これについては、下記にさらに説明される。
【００９０】
　サイレントリソースエレメントグリッドは、適切には、連続的に、例えば毎サブフレー
ムにおいて、即ち１ｍｓ毎に利用可能である。しかし、隣接セル品質測定は、周期的なサ
ンプルを用いる特定の測定期間、に実行される。例えば、それぞれのサンプルが２ｍｓで
あり、５０ｍｓ周期である即ち、この例において、２００ｍｓの測定期間中、２ｍｓの４
つのサンプルがある。
【００９１】
　前セクションにおいて説明されたように、このインターセル干渉測定サンプルは、式（
１）において用いられてよい。又は、より明確に、セル品質測定値、即ち、又は例えば、
ＲＳＲＱを得るために、式（２）において用いられてよい。しかし、本発明は、干渉成分
を含むいかなるタイプの品質測定にも適用することができる。
【００９２】
　説明された要旨は、当然ながら、上で説明した実施形態、代替手段及び例示に限定され
るものではなく、本発明の一般的なコンセプトの範囲内において修正されることができる
。
【００９３】
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　UTRA);　Physical　layer　measurements”.
　［３］R1-074855,　CQI　Measurement　Methodology,　Ericsson,　3GPP　RAN1#51,　K
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